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食品衛生レビュー№27●ユッケ事件感じたこと、「安心だろう」でメニューに

　富山県を中心に焼肉店でユッケによる腸管出血性大腸菌Ｏ111食中毒が発生しました。発症者は160人を超え、約30人が重篤な疾病である溶血性尿毒症症候群（ＨＵＳ）を併発し、４人が亡くなるという痛ましい事件に発展しました。そして、山形県では「だんご」による腸管出血性大腸菌Ｏ157食中毒で270人以上が発症し、ＨＵＳを併発した患者がいます。今回は、ユッケ事件が問題点等を私なりに述べます。

１　腸管出血性大腸菌は怖い

２　溶血性尿毒症症候群（ＨＵＳ）とは何か

３　Ｏ１１１とは何か

４　和牛で280円では提供できない

５　仕入れ元との信頼は無かった。

６　生肉提供の怖さを知っていなかった。

７　生食用食肉が流通していないのを知らなかった。

１　腸管出血性大腸菌は怖い

　　腸管内でベロ毒素という強力な毒素を産生して、その毒素が腸管膜を破り出血さ血液は混ざった下痢を起こします。発症者の10％程度はＨＵＳを併発し腎臓などに強いダメージを与えます。そして、時には死に至ることもあります。ベロ毒素を産生しますのでベロ毒素産生性大腸菌あるいはベロ毒素は赤痢菌毒素とほぼ同じで、赤痢菌毒素は志賀毒素とも呼ばれますので志賀毒素産生性大腸菌と呼ばれます。

　　極めて少ない菌量、100個以下（10個以下かも）で感染発症し、死亡率も高いですので、一番怖い食中毒菌と考えます。

２　溶血性尿毒症症候群（ＨＵＳ）とは何か

免疫力がついていない年少者や、免疫力が低下した老人・入院患者が腸管出血性大腸菌に感染した場合に、ＨＵＳを併発することがありなす。

　次の三つの症状を特徴とする重篤な疾患で、死に至ることもありなす。

①急性腎不全（おしっこがでない）…………尿の量が減り血尿や蛋白尿がでる

②血小板の異常な減少（血が止まらない）

③貧血（赤血球がこわれる）

５　Ｏ１１１とは何か

　　腸管出血性大腸菌といえば、Ｏ157になります。腸管出血性大腸菌にはＯ抗原でいくつもに分類されますが、一番多いのがＯ157で、Ｏ26、Ｏ111と続きます。この三つの血清型で80％以上を占めます。今までにＯ111による食中毒は、いくつも報告されていますが、食中毒事件で思慕したことは聞いたことはありません。今回は健康人考えられる４人が死亡しているので、汚染菌量が多かったのか、強い毒性遺伝子を持ったのだと思います。

４　和牛で280円では提供できない

　　患者が発生した飲食店では「和牛ユッケ」と表示されており、販売価格が280円ですので、原材料を価格の40％とすると112円になります。メニューの写真ですと卵黄が乗っていますので、牛肉80ｇで90円になります。和牛枝肉の卸売り価格が最低品でも１キロ1,100円を超えており、枝肉から骨抜きをしますので、この価格では提供できないと思います。新聞情報によると、実際は「和牛」ではなかったようですけれど。

５　仕入れ元との信頼は無かった。

　　飲食店は生食（ユッケ）用として購入、食肉処理業は加熱用といして出荷していたとのことで、双方の見解が大きく違っています。いずれ、警察の捜査で判明すると考えますが、信頼感が無かったのは事実のようです。大量に購入している場合、飲食店が出荷先を確認するのが通常と思うのですが。

６　生肉提供の怖さを知っていなかった。

　　飲食店は怖さを、うすうす感じていたと思うが、看板メニューで外すことができなかったのだと思います。怖さを知っていないようでしたら、素人が行っていたと考えます。

７　生食用食肉が流通していないのを知らなかった。

　　飲食店は知っていたと思います。食肉処理業からアルコール消毒しているとのことで、生食になると勘違いしたのかも知れません。

テレビの映像で、韓国の焼肉店ではユッケが定番で、生肉の扱い方が「いい加減」と、私には見えました。皆様は「食中毒が発生しないのかと思った」と思います。しかし、韓国での腸管出血性大腸菌感染者が少ないのです。2009年では日本は3,878人なのに、韓国は63人で、1.6％でした。2005年から2008年は毎年1％程度で、韓国の人口は約5,000万人ですので2.5％程度となり、明らかに低いです。この感染者が少ない理由は判りませんが、食習慣（長く生肉を食べてきた）の違いで、腸管出血性大腸菌に対する抗体をもっているのかも知れません。ニンニクとトウハラシが関与しているのかもしれません。そのため、ユッケなど生肉を食べることに関して、日本人は韓国の真似をしてはならないと思います。実際に韓国から帰国して腸管出血性大腸菌食中毒になった人もいます。

最後に、このユッケ事件は端的に言って、怖さを知っていたが「安心だろう」「食中毒起こらないであろう」という、飲食店営業者が自分に都合の良いように暗示をかけたために発生した事件と考えます。飲食店営業者皆様は、食品提供には安全が第一であることを肝に命じ、衛生に関して再確認してください。参考に、安心は精神的・感情的な言葉で、安全は科学的な言葉です。（笈川和男）







